
 

 

第３次名張市人権施策基本計画からの主な変更点 

 

◇ 計画の性格 

〇名張市新総合計画「なばり新時代戦略」との整合 

〇「なばり新時代戦略」策定に伴い見直された各種行政計画との整合 

 

◇ 基本理念 

あらゆる差別を解消し、市民一人一人の人権が保障され、共に支え合い 

助け合いながら、自分らしくいきいきと暮らせるまちの実現 

       ↓ 

あらゆる差別を解消し、一人一人の多様性が尊重され、互いに認め合い、

支え合う、誰一人取り残されることのない共生社会の実現 

 

◇ 基本方針 

 （１）「人権尊重の意識づくり」 

（２）「人権文化の風土づくり」 

 （３）「人権尊重の支援体制づくり」 

 （４）「市民協働による人権尊重のまちづくり」 

       ↓ 

（１）「人権尊重の意識づくり」 

（２）「人権尊重を基盤に据えた行政の推進」 

（３）「人権擁護の支援体制づくり」 

（４）「協働による人権尊重のまちづくり」 

 

◇ 横断的施策 

（１）人権教育・人権啓発の推進 

（２）相談機能の充実 

（３）調査研究・情報収集・情報提供の充実 

（４）さまざまな主体との協働による取組の推進 

        ↓ 

（１）人権教育の推進 

（２）人権啓発の推進 

（３）相談支援体制の充実 

（４）関係機関との連携・協調による取組の推進 

 

◇ 分野別施策 

  〇「セクシュアル・マイノリティの人権」をＬＧＢＴ当事者だけではなく、

あらゆる人を包括する概念である「ＳＯＧＩ」を意味する「性的指向・性
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自認」に変更 

〇「ハラスメント」を追加 

 〇「感染症・難病患者等の人権」を「様々な人権課題」から独立 

 

◇ その他 

 〇 パブリックコメントの実施 


